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【研究の背景】

自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder: ASD）の診断は、本人および家族から聴取された発達歴や症状を操作的

診断基準に照らし合わせて行われ、心理学的評価は診断の補助として使われる。さらに、実臨床において、診察医が患者

から感じ得た疾患特性も少なからず診断に影響を与えると考えられる。このように、ASD を含めた精神疾患の診断では、主

観的評価によって行われることが多く、客観的評価となりうるバイオマーカーの創出は喫緊の課題である。 

 

【目 的】

本研究は、ロールシャッハ検査時に得られた工学的評価を用いて、小児期 ASD の診断精度の向上ならびに新たな診断

補助法に繋がる医工連携によるバイオマーカーの探索を目的とした。 

 

【方 法】

対象は、定型発達児 19名と ASD児 22名である。本対象を、2つのデータセットに分け、下記の 2つの研究を実施した。 

①定型発達児 7名、ASD児 10名を対象に、ロールシャッハ検査時の眼球運動データ、音声・言語データ、頭部運動データ

を、Tobii Pro Glass３を用いて取得した。図版１、２、５を解析に使用した。眼球運動データは、各 AOIにおける１）注視時間、

２）注視回数、３）サッカード回数を抽出し、重回帰分析にて 2 群間比較を行った。また、音声データは、F0、vocal intensity

および 2 指標の変動係数、言語データは日本語テキストの難易度スケールである B9・T13、頭部運動データは、X、Y、Z 軸

方向に対する回転速度と加速度を用いて評価し、各指標において 2群比較を行った。さらに、これらの工学的指標を用いて

判別分析を行い、指標の判別能を評価した。 

②定型発達児 12 名、ASD 児 12 名を対象に、ロールシャッハ検査の全図版から得られた眼球運動データ（1. 注視回数、2. 

サッカード回数、3. 視線の総移動距離）を CNN（Convolutional Neural Network）と random forestによる機械学習モデルを

用いて 2群の判別を行った。 

 

【結 果】

①Vocal intensity の変動係数は、ASD 群において有意に低値であった。また、B9 および T13 は、ASD 群において有意

に高値であった。眼球運動データ、頭部運動データは、2 群間に有意差を認めなかった。2 群間で有意差を認めた vocal 

intensity の変動係数および B9 の 2 指標を用いて、判別分析を行った結果、感度 80.0％、特異度 85.7％、AUC 0.93 であ

った。 

②CNNおよび random forestによる機械学習の結果、69.6％の精度で、定型発達群と ASD群が判別された。また、図版５の

眼球運動データは、判別における変数重要度が最も高かった。 
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【考 察】

ロールシャッハ検査時に得られる眼球運動データ、音声データや言語データは、定型発達児と ASD児の判別に有用であ

ることが示唆された。今後、工学的評価によるデータを蓄積することで、客観的評価を用いたバイオマーカーの創出も可能

であると考えられた。また、検査の実施方法や機械学習モデルを再考することで、より精度の高いバイオマーカーの創出も

期待される。 

 

【臨床的意義・臨床への貢献度】 

本研究の結果から、工学的評価は定型発達児と小児期 ASD の判別に有用であることが示唆された。また、2 群の判別に

有用な図版の選定も、視線活動データならびに機械学習を用いることで可能であった。今後、本研究の結果をさらに発展さ

せることにより、精神疾患の適切な診断、早期の治療介入、さらには患者の長期予後の改善に貢献しうると考えられる。 
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